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験研究に加わっていた.   
 日本最初のＸ線天文衛星「はくちょう」は「ウフル」





























































































を狙って 1983年 2月 20日に打ち上げられた（５）. 通常
500～600 kmの高度の低い軌道に打ち上げられる天文衛
星は 5～７年の間に大気摩擦により徐々に高度を下げ，
高度が 300 km 以下になるとその高度は急激に低下し地
球大気に突入し，小型の衛星は大気中で燃え尽きる. 
「てんま」衛星は重量も 216 kgと「はくちょう」に比べ





































































光面積が 500 cm2，8本の合計が 4000 cm2と，当時のＸ線
天文台としては世界最大のものであった(12). この大面


































































合わされ，他の２つは GIS と組み合わされた. SIS と
GIS はいつも同じ方向を向いているので，この二種類の
検出器からのデータは組み合わせて使うことができた.   
 
図 6 「あすか」衛星の構造モデル. 左端に４台のＸ
RT が見られる. 検出器は右端内部に収められている. 
望遠鏡を搭載した光学台は衛星打ち上げ後伸展される.  
 















































































た，新しいＸ線望遠鏡（口径 40 cm，焦点距離 4.5 - 4.75 m）
で伸展式光学台（伸展長 1.4 m）に 5台搭載している. 5
台の望遠鏡のうちの 1台は高分解能Ｘ線分光器（XRS）
がその焦点面に備えられ，残りの４台の焦点面にはＸ線
CCDカメラ（XIS）が搭載されました.   
 4 台のＸ線望遠鏡の焦点面上に配置されたＸ線 CCD
（XIS）カメラは「あすか」のCCDカメラをさらに改良，




在も世界最大の有効面積を持つ.   


























































顕著である. (b)は 6.7 keV 鉄輝線の分布で，銀河中心
のバルジ領域で特に強いことがわかる. (c)は(b)の縦軸
を拡大したもので，銀系±30 度で特に強く，さらに銀
系±60 度まで広がっていることを示す（Yamauchi & 

















































































図 10 「あすか」が活動銀河 MCG－6-30-15のスペクト
ル解析から発見した低エネルギー側に広がった 6.4 keV






































































図 11 「あすか」が観測した超新星残骸 SN1006 のＸ
線画像（左）とＸ線スペクトル（右）. 超新星の中心部
からは熱放射，外縁部（つまり衝撃波面）では非熱的放
































図 12 超新星残骸 RＸ J1713.7-3946 の「すざく」によ
る撮像画像（左）とその西側（図の右側）外縁中の局所
的なホットスポットの年単位の変動（右）を示す















































図 13 「すざく」が観測した惑星状星雲BD +30°3639
のＸ線CCDによるスペクトル. 通常の宇宙組成で期待
されるものに比べ非常に強い炭素輝線が見られること



























































































り組むと期待される.   
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